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(1) t が t > 1 の範囲を動くとき，関数 f(t) = log2 t+ logt 4 の最小値を求めよ．

(2) t > 1 なるすべての t に対して，不等式

k log2 t < (log2 t)2 ¡ log2 t+ 2

が成り立つような k の範囲を求めよ．� �
【テーマ】：指数関数と対数不等式S Ð ]
指数関数の最小値を求める問題です．まずは，底をそろえましょう．tの範囲が与えられているので，log2 t>0であ

ることと，逆数の形が出てくることから相加平均・相乗平均の関係を使うことができます．(2)では，x= log2 tと

おいて，x の 2 次関数に帰着させましょう．g q
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(1) f(t) = log2 t+
log2 4
log2 t

= log2 t+
2
log2 t

であり，t > 1 より log2 t > 0 となるので，相加平均・相乗平

均の関係より，
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2
log2 t

= 2
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2
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= 2
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等号は，log2 t=
2
log2 t

すなわち

(log2 t)2 = 2 より log2 t=
p
2 (Û log2 t > 0)

したがって，t = 2
p
2 のとき成立する．ゆえに，

t = 2
p
2 のとき，最小値 2

p
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(2) t > 1 より x = log2 t とおくと，x> 0 である．このとき，

kx < x2 ¡ x+ 2

であり，f(x) = x2 ¡ x+ 2;g(x) = kx とおくと，

x> 0 で常に g(x)<f(x)

となるように実数 k のとり得る値の範囲を求めればよい．

右図のように y= f(x) と y= g(x) が第 1 象限で接する

ときの k の値は，
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y= f(x)

y = g(x)
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x2 ¡ x+ 2 = kx () x2 ¡ (k+ 1)x+ 2 = 0

の判別式を D とすると k > 0 かつ D = 0 のときであるから，

D = (k+ 1)2 ¡ 4 ¢ 2 = 0 () (k+ 1)2 = 8

k > 0 より，k = ¡1 + 2
p
2

x> 0 で常に g(x)<f(x) となるためには，直線 y = g(x) の傾きが ¡ 1 + 2
p
2 より小さければよいので，
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求める k の範囲は，

k< ¡ 1 + 2
p
2ÝÝ(答)
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ポイントは，置き換えにあります．置き換えしたら新しい文字の範囲に十分気を付けなければいけません．

x = log2 t で t > 1 なので，対数関数を考えれば x のとり得る値はすぐに求められますし，t > 1 の両辺に底が 2 の

対数をとることで，

log2 t > log2 1 () x> 0

となり，x の範囲を求めることもできます．ただし対数の不等式においては，底が 1 より大きいか小さいかに気を付

けないといけないので注意が必要です．

問題としては，標準的なので受験生は完答を目指しましょう．
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